
実 施 年 場 所 植 樹 本 数 

2009年～2010年 
須賀川市 2009年…200本、2010年…200本 

喜多方市 2009年…200本、2010年…200本 

2011年 喜多方市 225本 

2012年 

北塩原村 

120本 

2013年 80本 

2014年 75本 

2015年 
いわき市 

100本 

2016年 200本 

2017年 
南相馬市 500本 

相馬市 750本 

2018年 
相馬市 

800本 

2019年 630本 

2020年 新型コロナウイルスの影響により植樹中止（下草刈り、除伐のみ実施） 

東邦銀行では、本店、事務センター及び各店舗において、

節電等により二酸化炭素排出量の削減に取り組んでいます。 

※植樹のほか、下草刈りや除伐も実施

〈働き方での節電への取組み〉 

◆早帰りの積極推進

毎週水曜日は早帰りを励行し、節電とともにワークラ

イフ・バランスの取組みを後押し

◆朝型勤務

業務効率のあがる“朝型”にシフトし、朝 6：30 から

勤務可能なため、特に夏場は冷房等の節電に貢献 

◆服装の自由化

服装自由化の実施により、室温設定を適温に保ち電力

の消費を削減 

夏季期間（６月～９月）については冷房温度を原則２

８度に設定、冬期期間（１１月～３月）については暖

房温度を原則２０度目安に設定 

〈機器関連での節電への取組み〉 

◆ＬＥＤ照明

2011年以降、新店舗は全てＬＥＤ照明 

◆高効率エアコン等への更新および導入

約５０％の電力削減効果あり 

◆ホストコンピューターの更新及び移設

ホストＰＣ小型化による空調機使用減少

事務センター電気使用量の大幅削減 

東邦銀行では 2009 年から「森の再生」と「海岸防

災林再生等の環境整備」を主な目的として、職員とそ

の家族が県内各地で植林活動を実施しています。 

森づくりの活動は、延べ 3,000人以上が参加し、約

3,880本の木を植えてきました。 

東邦銀行グループでは、ＳＤＧｓ／ＥＳＧへの取組みを強化し、 
持続可能な地域社会の実現に向け経営一体となり取り組んでいます。 

紙使用量削減の取組みとして、ペーパレス会議

の開催や営業店展示ポスターの電子化、ディスク

ロージャー誌の電子化等に取組んでいます。

また、通帳アプリを積極的に推進しています。 

環境を汚染し、生態系を 

乱すプラスチックごみを減 

らすとともに、そのリサイ 

クルを強化するため「とうほうプラスチックスマート

宣言」を制定し、環境保全に努めています。 

ホストコンピューターの移設 ＬＥＤ照明 

７年間で 

２４％削減 


